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日
の
丸
の
旗
を
掲
げ
た
「
信
濃
丸
」
と
い
う
大
き
な
輸

送
船
に
乗
船
し
た
と
き
、
こ
れ
で
生
き
て
日
本
に
帰
れ
る

ぞ
と
み
ん
な
男
泣
き
し
た
も
の
で
し
た
。
翌
朝
舞
鶴
港
に

上
陸
、
衛
生
検
査
を
受
け
、
米
軍
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
ソ
連
収

容
所
の
生
活
を
厳
し
く
調
べ
ら
れ
た
後
、「
一
金
弐
千
円

也
」
を
も
ら
っ
て
汽
車
で
甲
府
駅
ま
で
戦
友
と
一
緒
、
甲

府
か
ら
大
月
を
回
っ
て
富
士
山
の
麓
、
父
母
の
待
つ
内
野

に
帰
り
ま
し
た
。

六
、
家
族
へ
の
遺
言

戦
争
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
人
間
皆
、
助
け
合

い
、
平
和
を
愛
し
、
戦
争
を
な
く
す
よ
う
心
が
け
て
ほ
し

い
。ま

た
、
家
内
揃
っ
て
頑
健
で
、
家
じ
ゅ
う
仲
よ
く
誠
実

に
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

湯

山

太

吾

一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
一
月
一
日
、
神
山

富
士
の
北
麓
・
山
梨
県
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
で
出
生
。

村
立
忍
野
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
麻
布
電
気
技
師

養
成
所
の
電
気
科
卒
業
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
九

月
一
日
、
召
集
兵
と
し
て
東
京
赤
羽
通
信
隊
入
隊
。
直
ち

に
戦
時
編
成
技
師
と
し
て
満
州
国
牡
丹
江
温
春
第
五
二
一

部
隊
釘
宮
隊
（
無
線
通
信
隊
本
部
付
技
師
）
に
配
属
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
九
月
二
十
日
頃
、
温
春
に
着
任
し
ま
し

た
。昭

和
十
七
年
九
月
、
無
線
通
信
班
長
と
し
て
任
官
後
、

牡
丹
江
省
温
春
に
お
い
て
美
徳
電
気
株
式
会
社
（
軍
需
工

場
）
の
工
場
長
と
し
て
軍
用
通
信
器
機
の
製
作
部
門
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
天
皇
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陛
下
の
終
戦
詔
勅
に
よ
っ
て
温
春
か
ら
チ
チ
ハ
ル
に
移
動

し
、
さ
ら
に
第
五
二
一
部
隊
と
と
も
に
満
州
里
に
移
り
、

十
月
中
旬
頃
、
ソ
連
軍
に
武
装
解
除
さ
れ
、
そ
こ
で
捕
虜

収
容
所
に
入
り
ま
し
た
。

二
、
タ
イ
セ
ッ
ト
で
発
電
所
建
設
技
師
と
し
て
優
遇

さ
れ
る

収
容
所
に
お
い
て
第
五
二
一
部
隊
を
主
力
と
す
る
千
人

単
位
の
作
業
隊
に
編
成
さ
れ
、「
東
京
ダ
モ
イ
（
帰
国

だ
）」
と
騙
さ
れ
、
喜
ん
で
家
畜
輸
送
貨
車
（
汽
車
）
に

押
し
込
ま
れ
、
満
州
里
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
入
り
、
幾

日
も
か
か
っ
て
降
ろ
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
タ
イ
セ
ッ
ト
と
い

う
大
き
な
街
で
し
た
。
こ
こ
に
は
大
き
な
軍
需
工
場
、
戦

車
、
自
動
車
工
場
、
電
気
通
信
器
工
場
等
が
あ
り
、
一
般

の
戦
友
は
収
容
所
か
ら
雑
役
人
夫
と
し
て
作
業
場
に
出
役

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
や
電
気
関
係
の
通
信
技
師
で
あ
っ
た

市
村
義
雄
君
（
千
葉
県
我
孫
子
出
身
）
等
一
組
十
人
は
電

気
技
師
と
し
て
丁
重
に
待
遇
さ
れ
、
毎
日
市
内
の
建
設
現

場
の
工
事
指
導
に
巡
回
し
た
り
、
大
工
場
の
電
気
安
全
機

器
の
監
視
を
し
た
り
、
日
本
の
軍
隊
組
織
の
中
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
取
り
扱
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
収

容
所
に
入
れ
ば
生
活
は
同
じ
で
す
の
で
給
与
は
悪
く
毎
日

空
腹
、
入
浴
は
一
カ
月
一
回
、
シ
ラ
ミ
は
発
生
し
、
ま
た

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
床
に
南
京
虫
が
夜
中
に
出
回
っ
て
寝
ら
れ

な
い
ほ
ど
で
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
頃
、
タ
イ
セ
ッ
ト
の
ネ
ー
ベ
ル
ス

カ
ヤ
に
鉄
道
関
係
発
電
所
新
設
工
事
が
開
始
さ
れ
、
私
ど

も
日
本
人
技
師
が
選
ば
れ
て
発
電
施
設
の
設
計
組
立
等
に

当
た
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
技
術
に
つ
い
て
は
当
時
、
ソ

連
よ
り
優
秀
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
収
容
所
長
も
私
ど
も
の

能
力
を
認
め
て
く
れ
た
り
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ハ
ラ

シ
ョ
ー
」
と
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。「
芸
は
身
を
助

け
る
」
と
か
、
捕
虜
生
活
の
中
で
一
番
よ
い
待
遇
を
受
け

ら
れ
た
私
ど
も
は
運
が
よ
か
っ
た
と
今
で
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。三

、
ソ
連
へ
の
永
住
か
、
祖
国
へ
の
忠
節
か

私
は
、
タ
イ
セ
ッ
ト
・
ネ
ー
ベ
ル
ス
カ
ヤ
第
七
建
設
所
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に
お
い
て
右
鉄
道
関
係
発
電
所
建
設
の
建
設
技
師
と
し
て

ス
タ
ー
リ
ン
の
五
カ
年
計
画
に
参
加
し
、
立
派
な
発
電
施

設
新
築
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
一
緒
に
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
戦
友
技
師
と
と
も
に
タ
イ
セ
ッ
ト

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
収
容
所
内
で
は
私
ど
も

に
、
技
師
は
ソ
連
国
の
科
学
的
指
導
者
に
な
っ
た
以
上
、

日
本
帰
国
は
許
さ
れ
な
い
の
で
ソ
連
に
帰
化
し
て
永
久
居

住
し
な
さ
い
」
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

私
ど
も
は
「
我
々
は
日
本
人
だ
、
敗
戦
の
た
め
仕
方
な
く

ソ
連
に
抑
留
さ
れ
、
生
き
る
た
め
に
電
気
技
師
と
し
て
ソ

連
国
の
建
設
工
事
に
協
力
し
た
の
だ
か
ら
、
任
務
が
終
わ

れ
ば
日
本
に
帰
国
し
て
祖
国
再
建
に
尽
く
す
こ
と
が
我
々

軍
人
の
使
命
で
あ
る
。
ど
ん
な
苦
労
を
し
て
も
必
ず
生
き

て
日
本
に
帰
る
の
だ
」
と
誓
い
合
っ
た
も
の
で
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
六
月
末
、
私
ど
も
が
担
当
し
た
発
電
所

工
事
が
完
成
し
、
七
月
十
日
早
朝
、
収
容
所
長
か
ら
「
発

電
所
建
設
工
事
に
参
加
し
た
技
師
並
び
に
第
七
工
事
収
容

所
日
本
人
全
員
、
東
京
ダ
モ
イ
が
許
可
さ
れ
た
」
と
伝
達

さ
れ
、
皆
で
泣
き
な
が
ら
喜
び
合
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
タ
イ
セ
ッ
ト
駅
か
ら
例
の
有
蓋
貨
車
に
押
し
込

め
ら
れ
昼
夜
兼
行
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
南
下
、
三
日
が
か

り
で
ナ
ホ
ト
カ
港
に
着
き
下
車
。
そ
れ
か
ら
八
月
三
十
日

ま
で
「
日
本
上
陸
の
た
め
共
産
主
義
革
命
の
理
論
武
装
特

訓
を
す
る
」
と
称
し
て
「
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
共

産
革
命
の
歴
史
」
と
か
「
唯
物
論
」
と
い
う
講
義
を
聞
か

さ
れ
た
り
「
赤
旗
の
歌
」
な
ど
を
練
習
し
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
、
私
ど
も
は
日
の
丸
の
旗
を
な
び
か
せ
て

入
港
し
た
「
永
徳
丸
」
と
い
う
大
き
な
輸
送
船
に
乗
り
込

み
、「
あ
あ
、
こ
れ
で
生
き
て
日
本
に
帰
れ
る
ぞ
」
と
涙

を
流
し
な
が
ら
翌
九
月
一
日
、
舞
鶴
港
に
入
港
、
七
年
ぶ

り
に
祖
国
日
本
の
土
を
踏
み
ま
し
た
。

舞
鶴
で
一
泊
し
、
米
軍
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
い
う
情
報
部
員
に

取
調
べ
を
受
け
た
後
、
郷
里
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

四
、
子
孫
へ
言
い
残
し
た
い
こ
と

私
は
、
七
年
間
の
軍
隊
生
活
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
の

中
で
、
人
間
の
生
命
の
大
切
さ
と
人
情
の
尊
さ
を
し
み
じ
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み
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
言
い
残
し
た
い
こ
と
を
三
つ
挙
げ
て
お
き
ま

す
。
ぜ
ひ
守
っ
て
下
さ
い
。

１

こ
れ
か
ら
戦
争
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

２

家
庭
で
は
親
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

３

自
分
の
仕
事
に
精
出
し
て
よ
く
働
い
て
下
さ
い
。

以
上
申
し
上
げ
て
、
私
の
労
苦
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

渡

辺

長

治

一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
九
月
一
日
、
霊
峰
富

士
の
麓
、
山
紫
水
明
で
名
高
い
山
中
湖
畔
、
山
梨
県
南
都

留
郡
中
野
村
山
中
で
出
生
。
村
立
山
中
高
等
小
学
校
を
卒

業
。
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
十
日
、
戦
時
召
集

兵
と
し
て
東
京
赤
羽
陸
軍
輜
重
兵
第
八
六
部
隊
に
入
隊
。

編
成
さ
れ
て
直
ち
に
満
州
国
間
島
省
延
吉
の
野
戦
貨
物
廠

第
二
六
四
三
部
隊
（
輜
重
兵
隊
）
に
転
入
と
な
り
城
子
溝

方
面
の
警
備
に
当
た
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終

戦
の
詔
勅
は
間
島
省
延
吉
野
戦
貨
物
廠
付
近
の
警
備
中
、

部
隊
長
か
ら
伝
達
さ
れ
て
聞
き
ま
し
た
が
、
誰
も
信
じ
ら

れ
ず
、「
日
本
が
負
け
る
は
ず
は
な
い
」
と
思
っ
て
警
備

し
て
い
た
私
ど
も
の
貨
物
廠
も
、
八
月
二
十
三
日
、
ソ
連

軍
の
戦
車
に
包
囲
さ
れ
、
戦
わ
ず
し
て
武
装
解
除
さ
れ
、

延
吉
市
内
の
日
本
軍
兵
舎
に
捕
虜
と
し
て
収
容
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
延
吉
収
容
所
に
は
朝
鮮
・
ソ
連
・
満
州
三
国
境
付

近
で
警
備
し
て
い
た
関
東
軍
の
将
兵
が
多
か
っ
た
た
め

か
、
不
思
議
に
も
隣
村
で
忍
野
村
出
身
の
天
野
九
二
三
君

（
上
等
兵
）
や
渡
辺
喜
三
兄
さ
ん
（
曹
長
）
に
収
容
所
内

で
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
八
月
末

頃
、
突
然
ソ
連
軍
命
令
が
出
さ
れ
「
日
本
兵
は
東
京
ダ
モ

イ
（
帰
る
）
だ
、
軍
装
で
直
ち
に
営
門
集
合
」
と
い
う
命

令
に
、「
そ
れ
、
帰
国
で
き
る
ぞ
」
と
喜
ん
で
整
列
す
る

と
、
百
人
単
位
の
作
業
隊
を
編
成
、
千
人
単
位
で
延
吉
か

ら
ソ
満
国
境
を
通
っ
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
沿
線
ま
で
一
週
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